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抹茶に煎茶、番茶に玉露。茶色に茶目っ気、「朝茶はその日の難逃れ」。

古くから日本文化を彩ってきた「茶」。上流階級の文化だった喫茶の習慣が庶民にも広がり、

茶の栽培が全国に普及したのは、街道が整い経済活動が盛んになった江戸時代です。

庶民から将軍までをも魅了した「茶」は、心身を癒し、社交の場を生み、人々の感性を育みました。

本展では東海道の茶所や茶屋、街道の銘菓に看板娘、歌舞伎役者が流行らせた茶色など、

茶にまつわる文化を歌川広重の作品とともに辿ります。

その芳醇な香りと美しい水色に思いを馳せるティータイム、ご一緒にいかがですか？
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味気ないわ、お茶のない人生なんて。
まっちゃ　      せんちゃ　        ばんちゃ         ぎょく ろ なんのが

HIGHLIGHTS
街道の茶所を紹介 茶色は江戸の流行色 会話が弾むお茶小話

海岸沿いを通る東海道は、府中や

掛川のある静岡をはじめ、伊勢や

近江など茶所が豊富。

歌舞伎役者や歴史の人物にちな

む「茶色」。江戸のトレンドカ

ラーを紹介。

お茶には伝説やエピソードが

たくさん。心を解放するティー

タイムをご一緒に！

府中　あへ川　歩行渡し

雙筆五十三次

温暖な静岡は、国内随一のお茶所。中でも安倍川上流でつくられた「安倍茶

（現・本山茶）」は徳川家康にこよなく愛され、その後は「御用茶」として徳川

幕府に納められた。駿府城ほど近くの「茶町」の地名は、家康の時代に城下に

茶商が集められたことに由来する。

本図は安倍川を徒歩で渡る風景を広重、手前の人物を三代豊国が描く。

　　　　　　　 　晩春から初夏にかけて行われる茶摘みの様子なのだろう。

　　　　　　　　若い女性と子供が持つ籠には、美しい緑の茶葉がたっぷり

　　　　　　　　と入っている。
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徳川家康御用達！本山茶は「天然の玉露」
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チャ（茶）の木はツバキ科の常緑樹（学名：カメリア・シネンシス）で、温暖多雨な

　　　気候を好みます。太平洋の海岸沿いで暖かな土地を通る東海道は、

　　　府中や掛川のある静岡をはじめ、伊勢や近江など茶所が豊富。

　　栽培されたお茶は往来が盛んな東海道を経由して江戸に出荷され、

駿河、遠州、宇治などは茶の名産地

として確立されていきました。

東海道は
　茶所パラダイス

　　　　　　

茶所めぐり  

chaチャチャ の茶

みりょう
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加奈川  従金川臺芒横濱本牧眺望
雙筆五十三次
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街道沿いで茶の香りに誘われて、ホッとひと息つきたくなるのは今も昔も

変わりません。お茶がメインで団子や餅も楽しめる「水茶屋」、お酒と料理を

出す「料理茶屋」、なかには眺望を売りにした二階建ての立派な茶屋もあり

ました。葦簀掛けの簡易な造りの水茶屋は、「掛茶屋（または出茶屋）」とも

呼ばれたとか。

そこの旅人のお方、一服いかがですか？

みず  ぢゃ  や

かけ ぢゃ  や　　　　　　　　 で   ぢゃ や

目黒爺々が茶屋名所江戸百景

江戸近郊で自然豊かな目黒は野鳥が多く生息しており、将軍の恰好の鷹場であった。

三代将軍家光が鷹狩に出かけた際、江戸から目黒に通ずる坂の上にある眺望のよい

茶店で休息した。家光は店主・彦四郎の純朴な人柄にほれ込み「爺、爺」と話しかけたため、

「爺々が茶屋」と呼ばれた。当地にある坂「茶屋坂」の名はそのことに由来するという。

本図はその爺々が茶屋から富士を望む景色を描く。一服の茶とともに眺める富士の

絶景は格別であろう。

 いえみつ　　たかがり

たか   ばかっこう

神奈川宿の西には真下に江戸湾を望める神奈川台があり、眺望自

慢の茶屋が軒を連ねていた。茶屋の多くは二階建てで、その座

敷からの絶景は『東海道中膝栗毛』にも「浪うちぎはの景色いた

つてよし」と描写がある。また、坂本龍馬の妻・おりょうが勤めた

老舗料亭「田中屋」の前身「さくらや」も神奈川台にあった。

《雙筆五十三次》は房総半島まで見渡せたという神奈川台の眺めを

広重、人物を三代豊国が描く。港の南には本牧岬が突き出してい

る。手前の人物は茶屋娘で、その脇を戸塚宿の八坂神社で行われ

る「お札まき」らしき女装の男性が、団子を頬張りながら歩いていく。

神奈川　臺の茶屋海上見はらし

竪絵東海道
五十三次名所図会 四

将軍お気に入りの爺、彦四郎の茶屋
じじ　    ひこし ろう

「竪絵東海道」は月夜の神奈川台を俯瞰で捉える。赤提灯が揺れる茶屋の二階では、男性がその美景に

感嘆の声を上げている。月の光の下、心地よく響く潮騒と大海原の香りに、心が解放されるようである。

台の茶屋は、二階のお座敷へどうぞ！
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チャ（茶）の木はツバキ科の常緑樹（学名：カメリア・シネンシス）で、温暖多雨な

　　　気候を好みます。太平洋の海岸沿いで暖かな土地を通る東海道は、

　　　府中や掛川のある静岡をはじめ、伊勢や近江など茶所が豊富。

　　栽培されたお茶は往来が盛んな東海道を経由して江戸に出荷され、

駿河、遠州、宇治などは茶の名産地

として確立されていきました。
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将軍はお茶が好き。宇治から江戸へ将軍の茶葉を運ぶ御茶壺道中は

幕末まで続き、往路は東海道、復路は茶壺に碾茶（抹茶のもと）を

詰め湿気を避けて中山道を経由しました。これに遭遇した大名は

道を譲り、庶民は家の戸をピシャリと閉めて通り過ぎるまで待ち

ました。「御茶ノ水」や「茶町」など、地名の由来にも

お茶好きなエピソードが多く伝わります。

茶壺に追われて
ずいずいずっころばし♪

トッピンシャン♪

一
服
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府中　あべ川 名ふつ餅屋
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　　　　　　　江戸時代から色の名前として使われ始めた「茶色」。

　　　　　　　　　庶民に身近な番茶や煎った茶葉、茶の実の色が由来という説が

　　　　　　　　　あります。贅沢が禁じられた当時、「四十八茶百鼠」といわれる

　　　　　　　　　　ほどバリエーションに富んだ茶色と鼠色が流行しました。

　　　　　　　　　　團十郎茶や利休茶など、歌舞伎役者や歴史の人物にちなむ

　　　　　　　　　　茶色の微妙な色合いを人々は楽しみました。

りきゅうちゃ か　 ぶ    き  やく しゃ

と 

府中宿の西側を流れる安倍川は、橋も舟もなく歩行渡しで

あった。腹ごしらえしたい旅人たちに喜ばれたのが、安倍川

近辺の茶店の名物「安倍川餅」。黄な粉をまぶしたこの餅は、

八代将軍・徳川吉宗の好物だったという。

本図は、安倍川の茶店を手前に描き、安倍川を望む。店先で

出来立ての餅を頬張る人、店先で立ち止まる女性連れ、

一直線に店を目指す武士らの姿から、茶所・府中の美味しい

お茶とともに味わえる名物餅の人気がうかがえる。

とくがわよしむね

き　　   こ

か    ち  わた

餅も茶も さて安倍川は悪くなし
―『誹風柳多留』

もち　　　　　　　　　　あ   べ  かわ

茶の色と縞は「粋」の象徴

贅沢が禁じられた江戸時代。庶民の間で茶色や鼠色、縞や小紋といった渋めの

模様が流行した。微妙な色の違いを組み合わせ、見えない裏側に贅を凝らして

お洒落を愉しんだ。

本図は藤枝宿の西に流れる瀬戸川の様子を広重、手前の人物を三代豊国が描く。

瀬戸川は水が少ない乾期には仮橋が架けられたが、通常は川越人足の助けも

借りる歩行渡しだった。駕籠に乗る女性の３色の茶色を用いた縞柄で、煙管から

吸殻を落とす姿も粋である。　　
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雙筆五十三次

しま        いき　   しょうちょう

唯一無二の相性！
グ レ ー ト　　 マッチ

江戸の流行色
トレンドカラー

心尽くしの菓子とお茶で過ごす至福のひととき。まだ砂糖が

高価な輸入品だった千利休の頃は、木の実や果物、昆布などを

茶会で楽しんでいたとか。甘い菓子の文化が庶民の間で花開い

たのは、実は泰平の世で経済が発展した江戸時代です。

甘い街道名物もその頃から登場しました。

旅のエネルギーチャージはこれに決まりです。
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五十三次 坂の下/五十三次 土山
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関から坂下へ向かう途中、鈴鹿山脈の一角に筆捨山が

ある。かつて岩根山と呼ばれたが、室町時代の絵師・

狩野元信が天候の激しい変化に絶景を思うように

描けず筆を投げ捨てた伝説から、「筆捨山」と呼んだ。

右頁は、筆捨山を望める茶屋を描く。茶屋は鈴鹿川

を挟んだ対岸に4軒ほどあり、絶景を売りにしていた。

男性は床几に座り疲れを癒しつつ、詩情が涌き一句し

たためようとしている。一服の茶とともに思索を巡らす

至福の時間が流れている。

すず  か さんみゃく ふで すて やま
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江戸中期になると番茶や煎茶が庶民に普及し、寺社の境内や門前町など人の集まる

場所に茶を飲める「水茶屋」が現れた。そこで接客する美しい看板娘は巷で評判となり、

浮世絵にも多く描かれた。

本図は寛政年間（1789-1800）に人気を誇った両国薬研堀の水茶屋「高島屋」の看板娘

おひさを描く。浅草随身門脇の水茶屋「難波屋」おきたと人気を二分した。江戸っ子たちは、

団扇の「丸に柏紋」と狂歌の内容から高島屋おひさと気付き胸をときめかせたのだろう。
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美景を前に思索を巡らす茶楽時
び けい　                    し  さく　   めぐ　        ティータイム

愛嬌も茶もこぼれつつさめぬなり
あいきょう

♥
♥
♥看板娘に　会いたい

現代のカフェにあたる「水茶屋」は、喉も心も潤すオアシス。

当時は、そこでもてなしてくれる小粋な看板娘をひと目

見たい！という江戸っ子たちで大賑わいでした。

笠森稲荷境内「鍵屋」のお仙、浅草寺随身門近く「難波屋」の

おきた、両国「高島屋」のおひさなどは、元祖会えるアイドル。

美人の代名詞として浮世絵に描かれ ました。

心を遊ばせて

♥

かい    そ         えい さい                 きっ   さ   よう じょう  き

し   あん 

せん  やく
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古来より薬としても飲まれてきたお茶。宋から茶の種を持ち帰ったという

臨済宗の開祖・栄西の『喫茶養生記』には、「茶は養生の仙薬」とあります。

　　　一服のお茶に心が安らぎ、自然と会話も弾みます。

　　また感性が研ぎ澄まされて、あれこれと思索を巡らすにも最適です。

心身を解放するティータイム、あなたはいかがお過ごしですか？

     はず 

   めぐ 

りん  ざい しゅう　                  



052-300-8686　担当：鏡味・那須

● 開館時間 ｜ 9:00～16:00（入館は15:30まで）
● 休 館 日 ｜ 祝日(2/23、3/20、4/29、5/3-5)
● 入 館 料 ｜ 無料（団体見学の方は事前にご連絡ください）
〒460-8660  名古屋市中区錦3-21-24 三菱UFJ銀行名古屋ビル1階
052-300-8686          https://www.bk.mufg.jp
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次 回 予 告

「鯔背」や「鯖を読む」とはよく言ったもの。これらの表現は、美味しい魚介が豊富な
島国日本だからこそ。海、清流、湖で獲れる新鮮な魚介や海藻類は、古より日本の食
を支えてきました。なかでも経済が発展してグルメの文化が花開いた江戸時代、海の
幸は一層庶民の身近な食べ物となります。江戸前の魚介を魚河岸で売れば一日千両も
のお金が動き、鰻の蒲焼や寿司、当時生まれた出汁の文化は人々の胃袋をしっかりと
掴みました。釣りが庶民の間で「遊び」に昇華したのもこの頃です。また、その生命
力にあやかる文様や形を模した髪型なども生まれ、食生活にとどまらず文化芸術をも
彩りました。
本展では漁場や魚市場の賑わい、土地の名物に諺、吉祥のシンボルから果ては髪型まで、
魚をめぐる江戸文化を歌川広重の作品とともに味わいます。
さぁさぁ、粋で鯔背な江戸っ子たちの「目から鱗」のさかな愛、篤とご覧あれ！

お魚楽園 　いいネタ入りました

　パラダイス
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次回も

お楽しみに！
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「日常茶飯事」という言葉があるほど、私たちの生活に

なくてはならないお茶。お茶所やお茶好きの歴史人

からはさまざまなエピソードや伝説が生まれ、語り

継がれてきました。

それではここらでお茶の話をしながら茶話会でも

はじめましょうか、むかし昔の物語　  。

お
茶
小
話
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嶋田雙筆五十三次

茶所の駿河・遠江の国堺には、東海道一の大河である大井川が流れる。

川幅が12町(1.3km)と広いが、川越人足の力を借り徒歩で渡らねばならない旅の難所

だった。川の増水で島田に滞在した松尾芭蕉は、茶の香り漂う駿河の句を詠んでいる。

本図は風景を広重、人物を三代豊国が描く。煙草の一服を終えた女性は、横の平輦台に

乗り川を渡るのだろう。頭に被る手拭には、源氏香（香木の香りを当てる遊び）の文様が

散らされている。

する    が　 とおとうみ

かわごし にんそく

ひら れんだいた ば こ

かぶ　    て ぬぐい

くにざかい

ただよ よ
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とよくに

駿河路や 花橘も茶の匂ひ ―松尾芭蕉
する  が  じ      　はなたちばな          　 にお　 まつおばしょう

（蜜柑の花）

こんな話がありました

公式ホームページ Instagram

  つ

■駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
■催しの中止・延期・変更の可能性があります。
「Instagram（インスタグラム）」はMeta Platforms, Inc.の登録商標です。

大漁、大漁。だって島国なんだもん

いき　　  いな せ うろこ　　　　　　　　　　　　　　   とく

うお    が   し



関から坂下へ向かう途中、鈴鹿山脈の一角に筆捨山が

ある。かつて岩根山と呼ばれたが、室町時代の絵師・

狩野元信が天候の激しい変化に絶景を思うように

描けず筆を投げ捨てた伝説から、「筆捨山」と呼んだ。

右頁は、筆捨山を望める茶屋を描く。茶屋は鈴鹿川

を挟んだ対岸に4軒ほどあり、絶景を売りにしていた。

男性は床几に座り疲れを癒しつつ、詩情が涌き一句し

たためようとしている。一服の茶とともに思索を巡らす

至福の時間が流れている。



役
者
と
茶
色

芝
翫
茶

し 

か
ん 

ち
ゃ

上
方
で
人
気
の
三
代
目

中
村
歌
右
衛
門
が
好
ん
だ
。

芝
翫
は
俳
号

璃
寛
茶

り 

か
ん 

ち
ゃ

上
方
で
人
気
の
二
代
目

嵐
吉
三
郎
が
好
ん
だ
。

璃
寛
は
俳
号

市
紅
茶

し 

こ
う 

ち
ゃ

上
方
で
人
気
の
市
川
市
紅（
五
代
目

市
川
團
藏
）が
好
ん
だ
。

梅
幸
茶

ば
い
こ
う 

ち
ゃ

四
十
八
や
百
は
色
数
で
は
な
く
、多
数
の
意
味
。奢
侈
禁
止
令
下
、

庶
民
が
着
用
で
き
る
色
は
、黒
・
藍
・
茶
・
鼠
な
ど
の
地
味
色
だ
っ
た
。

人
々
は
お
洒
落
を
あ
き
ら
め
ず
、微
妙
に
染
め
分
け
さ
れ
た
茶
色
を
楽
し
ん
だ
。

初
代
尾
上
菊
五
郎
が
好
ん
だ
。

音
羽
屋
の
色
と
し
て
定
着
。

梅
幸
は
俳
号

路
考
茶

ろ 

こ
う 

ち
ゃ

二
代
目
瀬
川
菊
之
丞
が「
八
百
屋
お
七

恋
江
戸
染
」の
演
目
中
、下
女
お
杉
役
で

着
た
衣
裳
の
色
。

路
考
は
俳
号

岩
井
茶

い
わ　

い 

ち
ゃ

女
形
役
者
・
五
代
目
岩
井
半
四
郎
が

好
ん
だ
。

團
十
郎
茶

だ
ん
じ
ゅ
う 

ろ
う
ち
ゃ

五
代
目
市
川
團
十
郎
が
狂
言「
暫
」の

衣
裳
に
用
い
て
以
来
、成
田
屋
の
伝
統

色
と
な
っ
た
。柿
渋
と
弁
柄
で
染
め
た
。

海
老
茶

え   

び  

ち
ゃ

伊
勢
海
老
の
殻
の
よ
う
な

暗
い
赤
み
の
茶
。

歌
舞
伎
役
者
の
装
い
の
色
は「
役
者
色
」と
呼
ば
れ
た
流
行
色
。

江
戸
後
期
の
風
俗
を
記
し
た『
守
貞
謾
稿
』に
は
、「
京
坂
の

芝
翫
茶
、璃
寛
茶
、市
紅
茶
。江
戸
の
路
考
茶
、梅
幸
茶
」を

流
行
色
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。

茶
の
実
紋

薬
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
茶
の
効
用
や

長
寿
の
力
に
あ
や
か
り
た
い
と
、

「
茶
の
実
」を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
紋
。

橘
紋
に
似
て
い
る
が
、茶
の
実
紋
に
は

実
の
背
後
に
葉
が
描
か
れ
な
い
。

ひとつ茶の実

白
茶

し
ら 

ち
ゃ

茶
人
や
通
人
に
好
ま
れ
た

ご
く
薄
い
上
品
な
茶
色
。

小
袖
の
地
色
に
流
行
し
た
。

金
茶

き
ん 

ち
ゃ

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
定
番
色
。

宝
茶
と
も
呼
ん
だ
。

唐
茶

か
ら 

ち
ゃ

「
唐
」は
中
国
、舶
来
を
表
す
が
、

そ
こ
か
ら
転
じ
て
新
し
い
、

美
し
い
の
意
味
で
使
わ
れ
た
。

丁
子
茶

ち
ょ
う
じ  

ち
ゃ

本
来
は
漢
方
や
香
辛
料
に
使
う

丁
子(

ク
ロ
ー
ブ
）
で
染
め
た
が
、

高
価
な
た
め
、楊
梅
で
代
用

し
た
。

媚
茶

こ
び 

ち
ゃ

昆
布
の
色
に
似
た「
昆
布
茶
」が

転
じ
て
、媚
茶
と
呼
ば
れ
た
。

花
柳
界
で
人
気
が
広
が
っ
た
。

茶
鼠

ち
ゃ 

ね
ず

江
戸
中
期
に
流
行
し
た
茶
色
と

鼠
色
を
組
み
合
わ
せ
た
色
。

鶸
茶

ひ
わ 

ち
ゃ

鶸
の
羽
根
の
よ
う
な
色
。

浅
葱
色
で
薄
く
染
め
た
下
地
に
、

刈
安（
染
料
植
物
）で
染
め
た

黄
色
を
重
ね
た
。

歴
史
人
物
と
茶
色

歌
舞
伎
役
者
の
ほ
か
、茶
人
や
文
化

人
た
ち
の
好
み
や
イ
メ
ー
ジ
に
ち
な

ん
だ
茶
色
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。

遠
州
茶

え
ん 

し
ゅ
う 

ち
ゃ

江
戸
初
期
の
大
名
茶
人
・
小
堀

遠
州
が
好
ん
だ
赤
み
が
か
っ
た

明
る
い
茶
色
。

利
休
茶

り　

き
ゅ
う 

ち
ゃ

江
戸
中
期
以
降
に
登
場
。

千
利
休
を
連
想
さ
せ
る
渋
い

抹
茶
の
よ
う
な
茶
色
。

光
悦
茶

こ
う 

え
つ 

ち
ゃ

江
戸
初
期
の
文
化
人
・
本
阿
弥

光
悦
を
連
想
さ
せ
る
茶
色
。

観
世
茶

か
ん  

ぜ  

ち
ゃ

能
の
観
世
流
に
ち
な
む
茶
色
。

威
光
茶

い　

こ
う  

ち
ゃ

水
戸
藩
初
代
藩
主
・
徳
川

頼
房
が
好
ん
だ
。

御
召
茶

お   

め
し 

ち
ゃ

十
一
代
将
軍
・
家
斉
が
着
物
に

愛
用
。藍
で
下
染
め
し
て
あ
る
。

憲
法
茶

け
ん
ぽ
う 

ち
ゃ

京
都
の
剣
客
で
染
物
家
・
吉
岡

直
綱(

四
代
目
憲
法)

が
考
案
。

《六代目小玉團十郎》　三代歌川豊国
国立国会図書館蔵

《鵺の森一葉の的より滝口渡辺鬼王の五代目市川團十郎》部分
勝川春章　1765-75 年頃　シカゴ美術館蔵

を

め
ぐ
る

デ
ザ
イ
ン

や
ま
も
も

あ
さ
ぎ

か
り
や
す

こ
い
の
え
ど
ぞ
め

こ
ぼ
り

ほ
ん
あ 

み

よ
り
ふ
さ

い
え
な
り

な
お
つ
な

四
十
八
茶
百
鼠

し  

じ
ゅ
う   

は
ち   

ち
ゃ   

ひ
ゃ
く 

ね
ず
み

「
茶
色
」
が
色
名
に
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、
お
茶
を
飲
む
習
慣
が
庶
民
に
広
ま
っ
た

江
戸
時
代
。黒
み
を
帯
び
た
赤
黄
色
は
、か
つ
て
は
檜
皮
色
や
柿
渋
色
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。特
に
茶
色
と
鼠
色
は
、「
四
十
八
茶
百
鼠
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に

多
彩
な
色
が
誕
生
し
、粋
な
色
と
し
て
流
行
し
ま
し
た
。

し
ゃ 

し   

き
ん  

し  

れ
い

（
宝
茶
）

も
り 

さ
だ 

ま
ん  

こ
う

ひ  

は
だ

お
と 

わ 

や

し
ば
ら
く

え
ん
し
ゅ
う

こ
う
え
つ

橘 紋

茶
の
葉
じ
ゃ
な
く
て
、

実
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
よ
！

『手鑑模様節用』　梅丸友禅著  
国立国会図書館蔵

江
戸後期の色見本帳！

と

茶
　

　
色
　

た
ち
ば
な
も
ん

べ
ん
が
ら

マヒワ
こんな感じの

鳥よ！

《二代目瀬川菊之丞》部分
　　　　初代鳥居清満　1766-76 年頃　シカゴ美術館蔵

た
か
ら
ち
ゃ

ち
ゃ              

み    

も
ん

し  

か
ん 

ち
ゃ　
　

り 

か
ん 

ち
ゃ　

   

し  

こ
う 

ち
ゃ　

                         

ろ  

こ
う  

ち
ゃ    

ば
い 

こ
う 

ち
ゃ



空海や最澄など、古く中国に留学した僧侶が伝えたとされる茶は、寿命を伸ばす「薬草」として

用いられ始めました。「お茶を一服」という表現は、これに由来するとされます。

実感した効用は、生活の知恵として現代も語り継がれています。

『神農本草経』

中国最古の本草書。

農業・漢方の神「神農」が、様々な植物を毒見した伝説に基づく。

薬草365種を上品（養命薬：無毒)、中品（滋養強壮薬：微毒)、下品

（治療薬：有毒)に分けて収録。神農は、毒に苦しむ度にお茶を

飲み解毒したという。

『喫茶養生記』

臨済宗の開祖・栄西（1411-1215)が、

茶の健康効果を説いた日本最古の茶の書物。

宋から茶の種を持ち帰り、茶の開祖とも

呼ばれる。栄西は当時の平均寿命を

遙に越えて74歳まで生きた。

『養生訓』
長期に飲めば、痩せて脂を落とす

茶を飲めば眠気が覚める

寝る前に熱い茶に塩を入れて嗽すると、
口内を清潔にし、歯を強くする。番茶で十分。

久しくのめば痩せてあぶらをもらすといへり。

茶を飲めばねむりさむ。

臥すにのぞんで熱茶に塩を加へ、口をすゝぐべし。

口中を清くし、牙歯を堅くす。下茶よし。

よう じょう くん

や         あぶら 孝養父母
こう よう ふ   ぼ  

悪魔降伏
あく  ま  こう ふく

諸仏加護  

神仏に守られる
病気知らず

しょ ぶつ  か   ご

む びょうそく さい

無病息災

心の迷いが取り除かれる

親孝行の気持ちを育てる

友との交友が深まる

臨終不乱
りんじゅう ふ らん

心の平静を保ち
天寿を全うする

五臓調和
ご  ぞうちょう わ

内臓の調子が整う 煩悩自在
ぼん のう   じ   ざい

世俗の欲が消える

睡眠自除
すい みん  じ  じょ

眠気を払う

朋友和合
ほう ゆう  わ  ごう

茶十徳

正心修身
せい しんしゅう しん

精神修養に効果がある

ちゃ  じっ  とく

茶は養生の仙薬なり。

延齢の妙術なり。

せん  やく

えん  れい みょうじゅつ

茶味苦、飲之使人益思、

少臥、軽身、明目。

茶と健 康

茶は健康の秘薬。長寿の秘訣である。
茶の味は苦く、これを飲む人は思考が深まり、

眠ること少なく、身は軽くなり、目が覚める。

カテキン

テアニン カフェイン

ビタミン（C・B2・E）β- カロテン

フラボノイド フッ素

抗酸化作用（動脈硬化、がん、高血圧

などを予防)

抗菌作用（口臭、虫歯、食中毒予防)

リラックス効果（α派出現)

視力維持

覚醒作用、利尿促進、二日酔い防止

美肌（皮膚・粘膜強化)、抗酸化作用

老化防止

抗酸化・抗菌作用、消臭効果 虫歯予防

茶
は

薬

茶の成分と効能

売茶翁 (1675-1763）

煎茶を売りながら禅や人の生き方を説いた。
楽しいお茶べりと自由な精神に魅せられて、
翁の周りには与謝蕪村や伊藤若冲ら文化人も
多く集まった。

記憶力を高める

修行で頭が 12 ㎝

伸びたんだって！

少々飲みすぎましたぞ。

二日酔いでござる。。。。

なになに？

では、お茶をお飲み下され

二日酔いに効きまする

『喫茶養生記』もお読み下され！

なんと！

回復したぞよ！

栄西、お茶は妙薬じゃな！

栄
西
は
、陰
陽
五
行
論（
万
物
は
木
・
火
・

土
・
金
・
水
の
５
元
素
か
ら
成
り
立
つ
）に

五
臓
を
当
て
は
め
、

喫
茶
の
大
切
さ
を
説
く

苦 味

甘 味

辛 味醎 味

酸 味

▼

▼

▼

▼

▼

心臓

脾臓

腎臓

肝臓

肺

▼

▼▼

▼

▼

にが み

あま み
さん み

かん み
から み

心
臓
を
整
え
る

心
臓
は
苦
味
を
好
む
。

必
ず
茶
を
喫
す
べ
し
。

心
臓
を
整
へ
て
、万
病
を
除
愈
す
。

い
ん
よ
う
ご
ぎ
ょ
う
ろ
ん

木

火

金水

土
き
っ

と
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

じ
ょ  

ゆ

ほ
っ

ほ
っ

栄
西鎌倉幕府三代将軍

源実朝

神農

ことわざ

茶には清浄解毒の

作用があるのね！

二日酔いには

　　お茶が最適！

『
吾
妻
鏡
』
あ
る
話
よ
！

あ
ず
ま
か
が
み

緑茶を習慣的に飲む人は
「死亡リスクや心疾患などが減少」

と国立がん研究センターが
発表しているぞよ！

貝原益軒

しん  のう ほん  ぞう きょう きっ  さ  よう じょう き

りんざいしゅう　  かい  そ　 えい さい

はるか

明恵(栄西の弟子)が湯釜に刻んだという

　　　お茶の効用十種だよ！

こうさん  か    さ    よう     どうみゃくこうか

こうきん  さ   よう

かくせい  さ   よう　   りにょうそくしん

び  はだ        ひ     ふ　   ねんまくきょうか

ろう  か  ぼう  か

こうさん  か         こうきん  さ    よう  しょうしゅうこうか

ばい    さ      おう

せんちゃ ぜん　　　　　　　　　　　　　と

せいしん　　み

よ     さ    ぶ    そん　       い  とうじゃくちゅう

▼ 友よ、まぁ
茶でも一服

栄西

じょうほん

うがい

ふ

が      し

くう  かい さいちょう

茶の字を分解して足すと
１０＋１０+８８＝１０８
数え 108歳の祝い

茶
十  十

八
十
八
茶寿（108歳）

茶 の 諺

朝のお茶は縁起良く、

飲めば一日の災難を

免れる。

一夜明けた茶葉は、

成分が変質するため、

使わない。

朝
茶

は
その日の難逃れ

宵越
しの茶は飲むな

濃

い
茶 目の毒 気

の
薬

濃いお茶は眠れ

なくなるが、気持ちが

スッキリとする。

なん

よ
い
ご
し

ことわざ


